
　博物館では、2月17日（火）から5月9日（土）までの間、
第30回企画展「めだかの学校－メダカ先生（山本時男）と
名古屋大学のメダカ研究」を開催し、期間中6,580名の多
数の来館者を迎えました。
　メダカは日本ではなじみ深く、小学校の教科書にも取り
上げられています。英語でも「MEDAKA」と表記され、

多くの系統が保存されているモデル生物です。故山本時男
名誉教授（1906～1977）は、名古屋帝国大学の生物科創設
時（1942年）に東京帝国大学から赴任しました。本学での
27年間は、生物学教室の設立、戦争による疎開、新制大学
設立などを経験しながら、多くの弟子である研究者と多く
のメダカを育てました。山本名誉教授が「メダカさん」と
呼んだ名大のメダカは、現在でも基礎生物学研究所から世
界の研究者に供給が可能です。
　今回の展示の特徴は、単に研究だけを紹介するのではな
く、山本名誉教授の生い立ち、環境、交友など研究を生ん
だバックグラウンドから、メダカ学の現状までも展示した
ことです。展示に訪れた研究者からも「僕の理想の展示が
ここにあった」との感想がありました。
　また、期間中の関連イベントとして「メダカ先生：山本
時男備忘録と蓑虫山人」（宗宮弘明名誉教授）、「メダカの
色はなぜ変わる」（橋本寿史生物機能開発利用研究センター
助教）など計6回の特別講演が行われ、延べ543名の聴講
者がありました。

　大学院経済学研究科附属国際経済政策研究センターは、
4月14日（火）、日本経済新聞社名古屋支社会議室におい
て、第21回名古屋ビジネスセミナー「タックス・イーター
を暴く！」を開催しました。この催しは、名古屋大学経済
学部同窓会である一般社団法人キタン会と共同で行ってお
り、今回は弁護士・経済評論家の志賀　櫻氏を講師に迎え

ました。
　かつて塩川正十郎財務大臣は「母屋（一般会計）では粥
をすすっているのに、離れ（特別会計）ではスキ焼きを食
べている」と国会で答弁しました。公共事業などの大規模
予算を掠奪する手口はもはや初歩的であって、いまでは経
済のアンダーグラウンド化を背景にした極めて巧妙かつ悪
質な手口まで横行している状況にある、との指摘もありま
す。いわゆるタックス・ヘイブンを活用した国際的租税回
避の問題は、その典型といえるでしょう。
　志賀氏は財務官僚として税、国際金融に従事し、現在
は税務訴訟専門弁護士として活躍する税のエキスパート
です。講演では、予算、財政投融資、租税特別措置等々、
税に関する様々な局面で暗躍し不公正に利益を得る者を

「タックス・イーター」と名付けた上で、公開資料ではな
かなか見えてこない影の部分に強烈な光を浴びせて問題を
暴きました。こうした問題の解決には国民一人ひとりが関
心を寄せる必要があること、また自身にまつわる税の使い
道に関心を持たないと自分自身がタックス・イーターにな
りかねないとの志賀氏の指摘に聴衆は聴き入っていまし
た。
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